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Healthcare note（公共・公益法人レポート・シリーズ）

野村證券株式会社 金融公共公益法人部 〒100-8130 東京都千代田区大手町2-2-2 アーバンネット大手町ビル 

本資料に含まれる情報がもたらす一切の影響、本資料の内容に関する正確性、妥当性、法務上のコンプライアンス等につきましては、野村證券はその責を一切負いません。
本資料中の記載内容における各種法令・規則等は随時改定されますので、あくまでも参考資料としてお取り扱いください。また、記載内容における法令・規則及び表現等
の欠落・誤謬などにつきましては、野村證券はその責を一切負いません。本資料は、貴社が経営判断を行うに際して参考となると考えられる情報の提供を目的としたもの
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(寄稿)  

フレイル予防を基盤とする健康長寿のまちづくり 

フレイルとは、「虚弱（Frailty）」からくる言葉で、一般的に心身機能の低下を示
すものを呼んでおり、介護状態へ至る病態のひとつとして非常に重要視されてい
る。2014 年に日本老年医学会は虚弱のことを『フレイル』と呼ぶことを提唱してお
り、この概念は確実に浸透しつつある。 

地域包括ケアシステムは、政策面の後押しもあり、急速に進められており、医
療から介護を必要とする人の受け入れ態勢が整備されつつある。医療的ケアを
受けた後に要介護に陥る人が多いのは事実だが、現実的には、必ずしもそうで
はなく、医療と介護の間に「プレ・フレイル」と呼ばれる状態が存在することを忘れ
てはならない。このプレ・フレイルは、ほぼ健常者と言え、自分がプレ・フレイルの
段階にあることを自覚できない。このプレ・フレイル段階の早期発見こそが介護
予防に重要である。フレイルだけでなく、このプレ・フレイルの状態にも着眼した
のが本稿のタイトルにもある「フレイル予防」である。 

このフレイル予防の研究を見るとその要因は多岐にわたる。例えば、フレイル
と筋肉の減弱（サルコペニア）は密接に関係するが、さらにサルコペニアを招く要
因として、食事（栄養バランス）や口腔の状態などが挙げられる。そして一旦フレ
イルに陥ると、消費エネルギーの減少が食欲の低下を招き、サルコペニアにつ
ながるなど、負のスパイラルに陥るという。 

本稿は、東京大学 高齢社会総合研究機構 飯島勝矢教授に「フレイル予防を
基盤とする健康長寿のまちづくり」について寄稿いただいた。 

高齢社会総合研究機構では、千葉県柏市をフィールドとした大規模高齢者フレ
イル予防研究『柏スタディー』を実施し、サルコペニアの視点を軸に日常生活から
簡単に見極められる「些細な老いの兆候」を簡単なフレイルチェックにより多面的
に評価し、「自らがサルコペニアの兆候（プレ・フレイル段階）に気づいてもらい、
さらに、どのように意識変容、つまり行動変容させ得るのか」という着眼点から研
究し、成果を上げている。 

本稿では、フレイルとはどの様なものか、フレイルのチェックやその評価方法、
フレイル予防を支える新たな概念としての歯科口腔機能に着眼した「オーラルフ
レイル」について、その概要と研究成果について紹介いただいた。 

有料老人ホームなど、新たに開業した事業者によると、入居時の年齢が年々
高齢化しているという話を聞く。介護予防の意識が高まったこともその要因のひ
とつと考えられるが、全ての人の意識が高いとは限らない。柏スタディーから構
築されたフレイルチェックの地域実践により、プレ・フレイル状態を少しでも早く自
覚できる仕組みが、さらなる健康寿命の伸長に求められるのではないだろうか。 

（市川） 
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